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食
い
込
み
と
増
体
を
意
識
し
た 

飼
料
給
与
体
系

現
在
の
飼
養
規
模
は
母
豚
１
３
０
頭
の

一
貫
経
営
、二
世
代
の
夫
婦
が
協
力
し
て

運
営
す
る
家
族
経
営
農
家
で
あ
る
。

子
豚
・
肉
豚
用
の
飼
料
は
、ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
て
＊
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
加
工
技
術

を
取
り
入
れ
た
飼
料
と
マ
ッ
シ
ュ
飼
料
を

組
み
合
わ
せ
、「
食
い
込
み
」と「
増
体
」を

意
識
し
た
給
与
体
系
と
し
て
い
る
。

一
方
、種
豚
用
飼
料
は
汎
用
タ
イ
プ
を

使
用
し
た
シ
ン
グ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
あ

り
、妊
娠
期
に
は
ヘ
イ
キ
ュ
ー
ブ
な
ど
の

繊
維
源
を
給
与
す
る
な
ど
の
工
夫
を
重
ね

て
い
る
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
レ
ス
子
豚
舎
の 

温
度
管
理
に
悩
み

こ
れ
ま
で
の
農
場
の
悩
み
は
、築
30
年

以
上
が
経
過
し
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ
レ
ス
子
豚

舎
で
、①
腹
冷
え
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
子

豚
の
下
痢
、②
毛
づ
や
の
悪
化
、③
ヒ
ネ

豚
の
増
加
が
毎
冬
見
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
、秋
口
か
ら
春
先
に
か
け
て

事
故
頭
数
の
増
加
や
衛
生
費
の
増
嵩
が
顕

著
に
な
り
、肉
豚
舎
で
の
ば
ら
つ
き
の
原

因
に
も
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。昨
年

の
秋
、毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、生
産
性
向
上
チ
ー
ム
に

よ
る
環
境
調
査
を
実
施
し
、既
存
施
設
の

課
題
検
討
を
行
っ
た
。

豚
舎
環
境
調
査
で
は
、①
排
気
フ
ァ
ン

の
換
気
量
調
査（
図
1
）、②
天
井
イ
ン
レ

ッ
ト
の
構
造
確
認
、③
豚
房
付
近
の
気

温
・
風
速
分
布
を
実
施
し
、大
規
模
な
投

資
を
伴
わ
な
い
簡
易
な
改
修
や
フ
ァ
ン
の

調
整（
表
1
、図
２
）等
で
対
応
が
可
能
な

改
善
策
を
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
を
受
け
た
農
場
主
の
決
断
は

早
く
、改
善
提
案
直
後
に
す
き
ま
風
の
防

止
と
保
温
箱
、マ
ッ
ト
の
設
置
を
先
行
し

て
実
施
。

続
い
て
天
井
イ
ン
レ
ッ
ト
の
調
節
に
よ

り
入
気
ス
ピ
ー
ド
調
整
を
行
い
、理
想
的

な
空
気
の
流
れ（
換
気
輪
道
）を
実
現
し

た（
図
３
）。

環
境
改
善
の
効
果
を
実
感 

離
乳
後
事
故
率
も
低
下

今
回
の
一
連
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

農
場
主
は｢

施
設
の
構
造
を
あ
ら
た
め
て

理
解
し
た｣

、｢

目
に
見
え
な
い
空
気
の
動

き
・
流
れ
を
意
識
し
た｣

こ
と
に
よ
り
、

「
舎
内
空
気
の
よ
ど
み（
ム
ッ
と
し
た
感

じ
）が
な
く
な
っ
た｣

、｢

換
気
と
保
温
の

バ
ラ
ン
ス
が
保
て
る
よ
う
に
な
っ
た｣

と

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、数
字
面
で
は
、離
乳
後
事
故
率

が
昨
冬
の
8
％
か
ら
3
％
程
度
ま
で
減
少

し
て
お
り
、生
産
性
向
上
策
と
し
て
の
効

果
を
裏
づ
け
て
い
る
。

農
場
で
は
今
後
も
こ
れ
ら
の
対
策
を
積

み
重
ね
、安
定
し
た
経
営
の
た
め
に
年
間

３
０
０
０
頭
の
出
荷
を
当
面
の
目
標
と
し

て
い
る
。

＊裏表紙に用語解説

豚
舎
の
換
気
設
備
の
老
朽
化
や
管
理
者
の
交
代
な
ど
に
よ
り
、
設
計
当
初
の
換
気

方
式
や
温
度
設
定
の
考
え
方
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
今

回
は
、
先
代
か
ら
引
き
継
い
だ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
レ
ス
子
豚
舎
の
構
造
を
検
証
し
、
自

身
の
も
の
と
な
る
よ
う
試
行
錯
誤
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

既
存
施
設
の

本
来
の
機
能
を
整
備
し

快
適
な
飼
養
環
境
を
実
現

CASE STUDY
生産性向上のための優良事例

養豚2

DATA 事業規模
所 在 地：関東地方
飼養頭数：母豚130頭一貫経営
従業員数：4名
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図１：排気ファンの換気量調査 図２：ファン運転条件別・豚房内の風速分布

表１：ファン設定目安

春秋 冬季 夏季

排気ファン設定 35～70％ 15～35％ 70～100％

ファン運転条件70％
1列 2列

1 0.26 0.20
2
3 0.21 0.23
4
5 0.23 0.21
6
7 0.20 0.20
8
9 0.19 0.20
10
11 0.20 0.21
12
13 0.19 0.21

入口
平均 0.21 0.21

ファン運転条件100％
1列 2列

1 0.20
2
3 0.23
4
5 0.33
6
7 0.21
8
9 0.20
10
11 0.20
12
13 0.20

入口
平均 0.22 （単位：m/s）

改善提案事項の実施

改善実施後の豚舎内

豚舎の換気量調査結果

図３：理想的な換気輪道と
　　　局所保温イメージ

ゴムマット

天井インレット

コルツヒーター

保温箱とゴムマットの設置

速度のある入気を通路に
向けて吹き出すことで、
子豚に風を当てることな
く舎内空気を攪拌し、天
井付近の暖かい空気を床
面付近に下ろす

ファン運転条件を変えた場
合の風速分布を測定し、換
気ムラの有無を確認

ファンの運転条件別に換気
量を実測し、ファンコント
ローラー設定目安表を作成

適切な換気と局所保温により、
均一で安定した豚舎内環境を
実現

環境改善後の舎内


